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第 3 章 日本語学習者の音声使用における韻律の性質
本章では日本語学習者を対象として、日本語特殊音素とアクセントの生成と知覚の
実態をいくつかの手法によって明らかにした研究結果を述べる。
最初の実験では、ブラジル人上級学習者 2 名(話者 HG と ML)による単語読み上げ
データを分析し、以下のような結果が得られた。
( 1) 2 モーラ語 (CVCV :動調、名調)のピッチ実現




( 2) 3 モーラ語 (CVCVCV :動調、名調)のピッチ実現
話者 HG は名調の場合はいくつかのパターンでランダムにピッチ実現をしているが、
「動調の場合は LHL でピッチ実現をする」という中間言語的音声規則を適用している
可能性が強く窺われた。一方、話者 ML は名詞も動詞も LHL でピッチ実現する顕著な
傾向を見せた。これはポルトガル語からの干渉の結果とも解釈しうるが、 2 モーラ語
の場合にポルトガル語の干渉が起きていない (HL という実現に限られていない)こ
とを考慮すると、 r3 モーラ (CVCVCV) の語は LHL でピッチ実現をする」という中間
言語的音声規則を立てている可能性がある。
( 3) 3 モーラ語 (CVCVN 、 CVNCV :名詞)のピッチ実現






( 4) 3 モーラ語 (CVNCV 、 CVRCV :名調)





































ネ、ネ一、ネン J という 3 つの無意味語に 3 通りのピッチ変化を内挿した刺激語によ
る知覚実験を行なった結果、 /cv-cv/構造におけるアクセント知覚が他の構造より困
難であることが明らかになった。















































として、促音および接音を含む 2 モーラと 3 モーラから成る動詞と名調の読み上げデータを分析して、母
語の干渉の度合いが少ないことを観察している。知覚面については、中国語、韓国語、フィンランド語母
語話者を対象に、長短母音の識別実態とそれに関与する音節構造を考察し、これが、習得の段階に関わら
ず阻害要因になることを明らかにしている。これは、日本語モーラとヒ。ッチがもっ言語的特殊性について
の興味深い知見である。
第4章では、日本語の音韻・韻律の特徴を踏まえた音声教育教材と教授法の開発とその実践について論
じている。日本語基礎語量六千語を基に、モーラ数、アクセント位置、母音の無声化の有無、音節構造な
どの情報を加えた電子データを独自に作成し、それに基づく音声知覚・生成の練習のための教材とシラパ
スを提案している。これは、大きな期待をいだかせる方向である。
第 5 章は、結論と今後の展望を述べている。
以上要するに、本論文は、外国人学習者の日本語音声の使用と習得の実態を音韻論的・言語教育学的に
分析し、習得を阻害する要因を明らかにするとともに、それを踏まえた教授法を提案したもので、言語教
育学と情報科学の境界領域の進展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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